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衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
の
火
山
影
響
評
価
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
の
火
山
影
響
評
価
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
の
委
員
及
び
職
員
は
、
火
山
影
響
評
価
に
係
る
安
全
研
究
の
推
進
、
学
術
論
文
の
収
集
等
を
通
じ
て
、

火
山
に
係
る
国
内
外
の
知
見
の
蓄
積
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

原
子
力
発
電
所
の
火
山
影
響
評
価
ガ
イ
ド
（
平
成
二
十
五
年
六
月
十
九
日
原
子
力
規
制
委
員
会
決
定
。
以
下
「
火
山
影
響

評
価
ガ
イ
ド
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
統
合
し
た
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤

機
構
（
当
時
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日
及
び
同
年
四
月
二
日
に
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
同
年
五

月
二
十
七
日
に
検
討
会
を
開
催
し
、
中
田
節
也
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
教
授
、
藤
田
英
輔
独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術

研
究
所
主
任
研
究
員
、
山
崎
晴
雄
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
教
授
及
び
山
元
孝
広
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究

所
主
幹
研
究
員
の
計
四
名
か
ら
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
火
山
に
よ
る
影
響
の
評
価
に
つ
い
て
意
見
を
聴
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
研
修
会
の
議
事
要
旨
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
検
討
会
の
議
事
要
旨
は
同
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

一



九
州
電
力
株
式
会
社
川
内
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
川
内
原
子
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
の
火
山
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

第
百
六
十
六
号
）
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
五
号
）
等
に

係
る
適
合
性
審
査
を
実
施
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
設
置
変
更
許
可
を
行
っ

た
段
階
で
、
評
価
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
火
山
影
響
評
価
ガ
イ
ド
に
お
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の

「
運
用
期
間
中
の
火
山
活
動
の
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
と
評
価
し
た
火
山
で
あ
っ
て
も
、
・
・
・
噴
火
可
能
性
が
十
分
小
さ

い
こ
と
を
継
続
的
に
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
用
期
間
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。
」
、
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

り
、
火
山
活
動
の
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
対
処
方
針
等
を
定
め
る
こ
と
。
」
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

火
山
影
響
評
価
ガ
イ
ド
に
お
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
と
は
、
原
子
力
発
電
所
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
す
る
期

間
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の
原
子
力
発
電
所
の
運
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
義
的
に
は
事
業
者
の
判
断

に
よ
り
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

二



二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
に
係
る
設
置
変
更
許
可
申
請
書
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三


